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現在、日本で広く普及しているガラス線量計は、ラジオフォトルミネッセンス

(Radiophotoluminescence:RPL) 現象を利用して線量計測を行っている。RPLとは、入射する放射線

によって、材料内に含まれる添加剤の価数変化や欠陥が発生し、新たな発光中心が生成される現

象である。RPL 現象は未解明な部分が多い現象で、様々な材料や添加物で検討されている[1,2]。

本研究では、良好なドシメータ特性が報告されている Ag添加 Li3PO4–Al(PO3)3ガラス [3] の組成

に着目し、RPL現象が報告されているサマリウム[2]を添加物とした Sm添加 Li3PO4–Al(PO3)3ガラ

スの特性を評価した。 

 試料は、リン酸リチウム（Li3PO4）、メタリン酸アルミニウム（Al(PO3)3）および酸化サマリウム

（Sm2O3）を用い、Sm濃度が 0, 0.1, 0.2, 0.5, 1.0%となるように作製した。作製した試料は研磨後、

光物性およびシンチレーション特性の評価を行った。 

Fig. 1では、量子収率を示す。作製した試料の中では、励起波長が400nmの時に量収率が最も高

かった。そしてSm添加濃度が0.2%の時に最大値（70.3%）を示した。Sm添加濃度が1.0%では量子

収率が低下する傾向が全ての励起波長で確認でき、濃度消光による影響だと推測される。Fig. 2に

は、シンチレーションスペクトルを示す。Sm3+の4G5/2→6H5/2,7/2,9/2,遷移に相当する発光が確認でき、

濃度増加に伴って発光強度も増加する傾向となった。本講演ではこれらの特性に加えて、基礎的

な光物性やドシメータ特性についても報告する。 

  

Fig. 1 Quantum yield of Sm-doped 

Li3PO4–Al(PO3)3 glasses. 

Fig. 2 Scintillation spectra of Sm-doped 

Li3PO4–Al(PO3)3 glasses. 
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